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2024年 10月 29日 

各 位 

 

会 社 名 ジ ェ コ ス 株 式 会 社 

代表者名 代表取締役社長  野 房  喜 幸 

（コード：9991、東証プライム）  

問合せ先 経営企画部長  谷 垣 顯 治 

（TEL. 03-6699-7404） 

 

剰余金の配当（中間配当）の決定および期末配当予想の修正に関するお知らせ 
 

当社は 2024年 10月 29日開催の取締役会において、2024年９月 30日を基準日とする剰余金の配当（中間配

当）および 2025年３月期の期末配当予想の修正について決議しましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

１.剰余金の配当（中間配当）の決定の内容 

 
決定額 

(2025 年 3 月期中間) 

直近の配当予想 

（2024 年 4 月 25 日公表） 

前期実績 

(2024 年 3 月期中間) 

基準日 2024年 9月 30日 同左 2023年 9月 30日 

１株当たり配当金 20円 15円 17円 

配当金の総額 676百万円 － 575百万円 

効力発生日 2024年 12月 2日 － 2023年 12月 1日 

配当原資 利益剰余金 － 利益剰余金 

 

２.期末配当予想の修正の内容 

 
年間配当金（円） 

第２四半期末 期 末 合 計 

 

前 回 予 想 

円 銭 

15.00  

円 銭 

22.00  

円 銭 

37.00  

今 回 修 正 予 想  28.00  48.00  

当 期 実 績 20.00    

前 期 実 績 17.00  23.00  40.00  

 

３．理由 

当社は、2024年 10月 29日開催の取締役会において、「資本コストや株価を意識した経営の実現に向け

た対応」について決議いたしました。次期中期経営計画（2025-2027年度）においては、財務健全性との

バランスを取りつつ成長投資を積極的に行うことで利益拡大を図り、併せて株主還元とＩＲ活動を強化

してまいります。このうち株主還元については、配当方針を現中期経営計画の「配当性向 30％程度」か

ら「配当性向 40%程度、ＤＯＥ（株主資本配当率）2.5%以上」に見直し、今年度から早期適用することと

しました。この方針に基づき、2025年３月期の中間配当は直近の配当予想から１株あたり５円増額して

20円に決定し、また期末配当予想につきましても１株あたり６円増額し、28円に修正することを決定い

たしました。これにより、年間配当予想は前回予想から 11円増配の 48円となります。 

なお、配当方針の詳細につきましては、本日公表の「資本コストや株価を意識した経営の実現に向け

た対応について」をご参照ください。 

以 上 
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※　BPS　¥1,903.-   ×　DOE  2.5%   ≒　下限一株配当金　47.57円
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DAIBOUCHOU 氏が防衛関連で注目する意外な割安銘柄 
日経平均の先行きはどうなる？ 

DAIBOUCHOU 
2025/03/06 07:00 

 
日経平均株価のチャートを見ると、昨年 10 月あたりからずっとボックス圏での推移が続いていました。上値は
4 万 300 円前後。ここまで上がると売りに押されて、日経平均株価は下落するものの、大体、3 万 7000 円台で下
げ止まり、上値トライを繰り返す、そんな相場展開でした。 
 
しかし、2 月 28 日にはザラ場安値で 3 万 6840 円まで下落し、ややボックスを下放れました。この先、日本株市
場は弱気ムードに転じるのかどうか、その行方が気になるところです。 
 
円高圧力が強まる機運 
1 つ明確なのは、輸出関連企業はこれから少し様子見かな、ということです。円高圧力が強まりそうな中、今後
の業績へのリスクが高まっているためです。 
 
まず金利ですが、日本の金利が上昇し始めている一方、米国は利下げムードが強まっています。トランプ大統領
は、関税引き上げなど国内物価の上昇圧力を強めるような政策を志向しているにもかかわらず、金利上昇は嫌い
という人物なので、恐らくこれから FRB に対して、利下げの牽制球を投げてくるでしょう。 
 
こうして日本の金利が上昇するのと同時に、米国の金利が低下すれば、日米金利差が縮小します。これは円高要
因になります。 
 
また、トランプ大統領が 3 月 3 日、日本円と中国人民元が対ドルで「不公平に値下がりしている」ことを指摘し、
是正を求めたというニュースが流れてきました。もしこれを是正しない場合は、日本の輸入品に対して追加関税
を課す可能性も匂わせています。 
 
これらの状況から考えると、しばらく円高圧力が強まりそうです。となると、日経平均株価にとってはやや厳し
い状況が続くのかもしれません。何しろ、同平均株価を構成する 225 銘柄には、円安で稼いでいる輸出関連企業
が多く含まれているからです。 
 
停戦の兆しは株価に好影響 
したがって、これから投資するのであれば、輸出関連企業はひとまず避けるのが良いでしょう。ただ、株式投資
の環境そのものは、徐々に改善されていくと見ています。なぜなら、2022 年 2 月から続いているロシア・ウクラ
イナ戦争に、ようやく停戦の兆しが見えつつあるからです。 
 
トランプ大統領とゼレンスキー大統領の会談は、ケンカ別れのような形で終わりました。一方、地続きでロシア
からの脅威にさらされている欧州 16 カ国の首脳は、3 月 2 日にロンドンで会議を開き、停戦後に有志連合によ
る平和維持部隊をウクライナに派遣する計画で合意したのに加え、欧州独自の停戦案を米国に提示して、協力を
求めるという方針を決めた、とのことです。加えてイギリスとフランスが、トランプ大統領とゼレンスキー大統
領の関係修復に動いているという話も、ニュースを通じて伝わってきました。 
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一体、どこが落としどころになるのか、まだ見えてきてはいませんが、「停戦」という二文字が徐々に報道される
ようになりました。これは、株式市場にとってポジティブな材料といっても良いでしょう。 
 
この戦争が始まって 3 年。これだけの時間が経過すると、往々にして人々は、その環境に慣れてしまいます。で
も、よく考えてみてください。ロシア・ウクライナ戦争が始まって以降、原油やガスといったエネルギー価格が
高騰しました。戦争勃発直後に大きく値上がりした後、徐々に落ち着きを取り戻していますが、戦争終結となれ
ば、価格が上に大きく跳ね上がるリスクが無くなります。そうなれば世界的にインフレも落ち着きを取り戻し、
金利は低下します。それに加えて、今後はウクライナの復興需要も出てくるでしょう。 
 
それとともに、3 年もの間、戦争状態になったウクライナは、日本にとって決して他山の石ではありません。何
しろ日本の周囲には、台湾海峡問題や北朝鮮問題などさまざまな地政学リスクがあります。台中戦争が現実化し
たら、日本も巻き込まれるかもしれませんし、その時、どこまで米国の軍事支援を受けられるのか、少なくとも
トランプ政権の最中は明確に見えてきません。 
 
防衛関連で狙い目になる銘柄 
その意味では、恐らくこれから先、日本の防衛産業に対する関心が高まってくると思います。 
 
防衛産業というと、多くの人は三菱重工業（7011）や IHI（7013）を真っ先に連想すると思いますが、戦車や航
空機、護衛艦といった直接、武器などの製造に関連した企業よりも、その周辺で防衛を支えている企業が狙い目
です。たとえばサイバーセキュリティやドローン、あるいは基地の強化をはかるための土木や建築、基地を設計
する建築コンサルタントなどが、広義の防衛産業と考えられます。 
 
その観点から注目している銘柄の一つが、ジェコス（9991）です。JFE 系の企業で、仮設鋼材リースの最大手企
業です。建機レンタルでも大手に入ります。 
 
仮設鋼材リースの最大手が防衛産業かと疑問に思われるかもしれませんが、もし戦争に巻き込まれた時、国内の
橋が爆破されたりすると、自衛隊の移動に支障が出ます。だからこそ橋を頑強なものにしておく必要性が、これ
から生じてくるでしょう。そして、橋の強靭化工事を行う場合、交通を完全に止めるわけにはいかないので、近
くに仮設の橋を架けます。こうした仮設の橋を架ける時などに活躍するのが、ジェコスなのです。 
 
防衛だけでなく、これからの日本はインフラの老朽化が大きな課題になりますから、その強靭化に必要とされる
ビジネスを担っている企業は、投資のテーマとしても注目されます。配当利回りが 4.6％、PER が 8.5 倍、PBR
が 0.5 倍というように株価は割安ですし、内需を中心にしている企業なので、円高による売り上げ減の影響も受
けずに済みます。 
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MARKETSPEED II
9991 ジェコス 東Ｐ 30分⾜ 2025/02/17 14:00 〜 2025/03/06 15:30 ／ 9991 ジェコス 東Ｐ ⽇⾜ 2024/08/07 〜 2025/03/06
9991 ジェコス 東Ｐ 週⾜ 2022/07/08 〜 2025/03/07 ／ 9991 ジェコス 東Ｐ ⽉⾜ 2013/08 〜 2025/03
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